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受賞(研究)内容詳細 

近代の東アジアでは、欧米諸国や日本による植民地統治・軍

占領や台湾海峡問題など複雑な歴史過程があった。冷戦の影響

もあり、第 2次世界大戦後も東アジアでは、教育学研究に関する

自由で率直な交流には、困難な時期が続いた。それは、社会教

育・成人教育・生涯教育学の分野でも同様であり、ユネスコなど

世界規模の国際会議等で簡単な意見交換はするものの継続的

な会議は開かれなかった。 

その結果、教育分野での較研究では欧米との比較が主流とな

り、日本の研究・実践の立ち位置が明確にならなかった。また、

東アジア研究が欠落した世界の認識にも弱点が纏わりついた。 

私は 1980年代半ばから、日本社会教育学会、社会教育推進

全国協議会等を基盤に、日本ユネスコ協会、国際成人教育協

会、アジア南太平洋成人教育協会などに働きかけ、東アジアで

の恒常的な学術的・実践的研究交流機会の創出を模索した。 

1990年の国連の国際識字年を機に、私が日本側事務局長と

なって「日韓社会教育セミナー」を 93年まで 4回開き、広く教育

学全般の日韓交流が始まった。これはアカデミズムと実践家交

流の 2分野で、今日まで継続している。これを母体に 1993年、

East Asian Forum for Adult Education(EAFAE,後に East Asian 

Federation for Adult Education と改称、略称は同じ)が創設され

た。今日、日本、韓国、台湾、香港、マカオ、中国、マレーシア、ブ

ルネイ、フィリピン、タイ、インドネシア、ラオス、カンボジア、シン

ガポールなどの学会・協会、個人約 250人の会員によって、実践

的・理論的な交流が行われている。 

この EAFAE で私は初代事務局長と第 3代会長、名誉会長を

務めてきた。また、この功績と日本国内での「自分史研究」をふく

む研究業績が評価され、2012年に全米成人教育学会主催の

International Adult and Continuing 

Education Hall of Fame（国際成人・ 

継続教育殿堂、南オクラホマ大学） 

の受賞者となった。 

2023年の EAFAE30周年に際して、 

以上のような日本国内、日韓、東アジ 

ア、世界での業績および受賞が評価 

されて、「生涯功労賞 Lifetime Achie 

vement Award」授与された。 
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